
第１０５回 広島数理解析セミナー （２００７年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.105

日時 ： ４月２０日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７ 　

講師 ： 菊池 　弘明 氏（京都大学）

題目 ： Schrödinger-Poisson-Slater方程式の定在波解の安定性について
　

要旨 ： Schrödinger-Poisson-Slater 方程式は，Poisson 項と Slater 項が付いた非線形
Schrödinger 方程式であり，多電子系（原子番号の大きな原子や分子モデル）
の解析に用いられている．今回は，この方程式の定在波解の変分法的特徴付け
と安定性の関係について講演する．
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